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横
浜
会
議

若
者
1
0
0
人
が
参
加

″
援
助
交
際
″
な
ど
で
発
言

第
１
回
「
子
ど
も
の
商
業
的
性
的
搾
取
に
反
対
す
る
世
界
会
議
」（
9
6年
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）
に
関
す
る
、
５
回
目

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
が
、
５
月
1
7日
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
で
開
か
れ
た
。
1
2月
1
7日
か
ら
第
２
回
世
界
会

議
の
横
浜
開
催
が
決
ま
っ
て
お
り

、
５
年
間
の
活
動
を
総
括
、
横
浜
会
議
に
向
け
話
し
合
い
を
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
。

第
１

回
世
界

会

議
に
は

、
１
２

２

力

国

が
参

加

。
日

本
は

子
ど

も
買

春
の

加

害
国

、
子

ど
も

ポ
ル

ノ
の

主
要

輸
出

国

と
し
て

誌

識

や
対

応
の

遅
れ

”
を

指

摘

さ
れ
た

。
会
議
で

は
「

子
ど

も
の

性

搾
取

」

を
規
制

す
る

法
整

備

、
国
内

行

動

計
画
の
2
0
0
0

年
ま
で

の

策
定

を

各
国

に

求
め

、
日

本
で

は

、
9
9
年
５

月

「
児

童
買

春

・
ポ
ル

ノ
禁

止
法

」

が
成

立

、
Ｈ

月
に

施
行

。
今

年
２

月
に

は
「

行

動

計
画

」
が

策
定

さ
れ
た

。

第
５

回
フ

ォ

ロ

ー

ア

ッ

プ

会

議
に

は

、
国
内

外
の

専
門

家
や
Ｎ

Ｇ
Ｏ

、
日

本
か

ら

森
山
真

弓
法

相

、
清

水
澄
子

参

議

、
関

係
各
省

庁

、
旅
行

や
電

子
業

界

の
人

た
ち

が
出

席
し

、
午

前

、
午
後
の

部
の

討

論
が
行

わ
れ

た

。

ロ
ン

ー
オ
ク
レ

デ
ィ
（

国
際
Ｅ

Ｃ
Ｐ「子 ど も と 若 者 プ ロ グ ラ ム 」 に つい て 、 日 本 の ユ ー ス ４団 体 が 提 案

Ａ
Ｔ
）
さ
ん
は
▽
問
題
が
重
要
で
深
刻

で
あ
る
こ
と
を
国
際
社
会
が
認
識
▽
子

ど
も
の
性
搾
取
を
取
り
締
ま
る
立
法
や

国
内
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
▽
イ
ン
タ

ー

ポ
ー
ル
（

国
際
刑
事
警

察
機
構
）

が
、
国
境
を
超
え
た
取
り
締
ま
り
に
乗

り
出
し
た
▽
観
光
業
界
が
問
題
意
識
を

持
ち

、
取
り
組
み

を
開
始
な
ど
、
第
１

回
会
議
後
の
成
果
を
あ
げ
る
。

一
方
、
性
搾
取
の
対
象
と
な
る
子
ど

も
の
数
は
減
ら
ず
、
東
欧
な
ど
で
も
戦

争
に
よ
る
貧
困
か
ら
、
国
境
を
超
え
た

子
ど
も
人
身
売
買
が
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
の
よ
う
な
豊
か
な
国
で

も

蕕

助

交
篩

等
の
実
態
が
あ
る
。
ま
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
て

、
子
ど
も
性

虐
待
者
が
活
発
に
動
き
、
緊
急
問
題
と

し
て
浮
上
し
て
い
る
と

”
マ
イ
ナ
ー

を
あ
げ
た
。

ま
た
、
国
内
行
動
計
画
を
策
定
し
た

の
は
約
5
0力
国

、
全
体
と
し
て
は
ま
だ

法
整
備
が
遅
れ
て
い
る
と
報
告
し
た
。

第
２

回
世
界
会
議
は
、
第
１
回
会
議

以
後
、
５
年
間
の
達
成
度
を
評
価
、
前

回
を
上
回
る
国
々
が
参
加
の
予
定
。
日

本
政
府
、
ユ
ニ
セ
フ
、
国
際
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ａ

Ｔ

が
共
催

、
「

政
府

、
国

際
機

関
と
Ｎ

Ｇ
Ｏ

が
対

等
な

立
場
で

参
加

、
第
１

回

会

議
と
同

様

ハ

ー
ト

ナ

ー
シ

ッ

ダ

が

強
調
さ

れ
る

」
と

宮

本
潤
子
（

Ｅ
Ｃ

Ｐ

Ａ
Ｔ

／
ス

ト

″
プ
子

ど
も
買

春
の

会

共
同

代
表

）

さ
ん

。

会
議
の
ト

ピ
ッ
ク

は

、

弖

Ｉ

ｊ

の

参
加

。
世
界

か
ら
１

０

０
人

の
子

ど

も
た

ち
と

若

者
が
正

式

参
加

、
う
ち

約

３
分

の
Ｉ

が
日

本
の

若

者
た
ち

。
世

界

会

議
の
一

環
と
し

て

、
1
2
月
1
3日

か

ら

川

崎
市
内
で

「

子
ど

も

・
若
者

プ

ロ

グ

ラ

ム
」

が
行
わ

れ

、
国
内

の
ユ

ー
ス
４

団

体
が
実

行

委
を
結

成

、
準
備

を

進
め

て

い

る

。

フ

ォ
ロ

ー
ア

″
プ
会

議
で

は

、

各
ク

ル

ー
プ
代

表
か

ら
発

言

が
あ
り

、「

海
外

の

子
ど

も
の

実
態

を
聞

き
、

何
と
か

し

た
い

と

思

っ
た

。
世

界

会
議
で

は

子

‐

ス

が
当

事
者

と
し
て

、
怒
り

を
訴
え
て

い

き
た
い

」（
Ｅ

Ｃ
Ｐ

Ａ
Ｔ

／
ス

ト

″
プ

子

ど
も

買
春

の
会
ユ

ー
ス

）

「
春
の

準

備
セ
ミ

ナ

ー
で
は

、
初
め

て

公

春

”
の
言

葉
を

知
る

若
者
に

、

劇

の
形
で

分

か
り

や
す

く
訴
え

た

。
会

議
で

は

蕕

助
交

際

”
を
テ

ー
マ
に

選

び
、
世

界
に

発
信
し

て
い

き
た

い

」（

ア

ジ
ア
女

性
と

子
ど

も
ネ

″
ト
ワ

ー

ク
・

Ａ
Ｙ

Ａ

）
な

ど

、
抱
負

を
語

っ
た

。

川

崎

市

が
ユ

ー

ス

の

参

加

を

支

援

し

、
期

間
中

、
川

崎
市

青
少

年
の

家
や

国

際
交

流
セ

ン
タ

ー

を
宿
泊

施
設

や
会

議

会
場

と
し
て

提

供
す

る

。
「
川

崎
市

は
9
7
年

か
ら

孚

ど
も
の

権
利

条

鈩

制

定
の

準
備

を
進

め

、
昨
年

末

、
全
会

一
致
で

採
択
し

た

。
条

例
作
り

に
は

子

ど

も
た

ち

が
、
当

初
か

ら
加

わ
っ
て

い

る

。
会

場
を

自
由
に

使

っ
て

も
ら
い

、

こ
こ

で

話
し

合
っ

た
こ

と
を

、
世

界
会

議

に
反

映
さ

せ
て
ほ

し
い

」
と

、
小

宮

山

健
治
（

川

崎
市

・
男

女
共
同

参
画

室

参

事
）

さ
ん

が
話
し

た

。

ネルディスカッション講演とパ
原

則
」

を
要

約
し

た
も
の
で

、
「
利
用

目

的
に
よ

る

制
限
≒

適
正

な
取

得
≒
正

確

性
の

確
保

」「
安
全

性
の

確
保

」「
透
明

性

の

確

保
」
と

５
つ

の

原

則
に

ま

と

右 は 、ん ら。須 藤 修 さ左から、企業の立場の片岡伸介、消費者の加藤真代、学者の
案について語った藤原さん

め
、
国
際
水
準
並
の
も
の
だ
。

３
～
４
章
は
、
国
の
法
律
に
つ
い
て

で

、
昭
和
6
3年
に
制
定
し
た
「
行
政
機

関
の
保
有
す
る
電
子
計
算
機
処
理
に
か

か

ね
る

個
人

情
報
の

保
護
に

関

す
る
法

律
」
が

あ
る

が
、
時

代
遅

れ
の

声
も
あ

り

、
見

直
し

を
含
め

た
国
の

法
制

上
の

措
置

に
つ

い
て

述

べ
た
も
の

。

５

章

は
「

個
人
情

報
取

扱
事

業
者
の

義
務
」
。
本
人
の

同
意

を
得
な

い

個
人
デ

ー

タ
の

第
３

者

へ

の

提

供
の

原

則

禁

止

。
個

人

デ
ー
タ
の

本
人

請
求
に

対
し

開
示

、
訂
正

、
利
用

停
止

を
権
利

と
し

て

認
め

る

。
こ

う
し

た
ル

ー
ル

を
守
ら

ず
、
勧

告
に

も
従
わ

な
い
場

合
は

、
主

務
大
臣

が
罰
則

を
か

け
る
と

い

っ
た
内

容
だ

。

「
報

道
の

自
由
な

ど
憲
法

上
の

権
利

を
脅
か

す
法

律
と

懸
念
す
る

声

を
聞
く

が
、
第
5
5
条
の
Ｉ

で

、
放

送
機
関

、
新

聞

社

、
通
信

社

、
そ
の

他
学

術
研

究
、
宗

教
団
体

、
政

治
団

体
は
適
用

除
外

に
な

っ
て

い

る
し

、
第
4
0
条
で

も
主

務
大
臣

の

配
慮

規
定

が
あ
る

」
と

説
明
し

た

。

法
案

は

、
罰

則

が
甘
い

、
救

済
機
関

が
不
備

な
ど
の

指
摘

も
あ
る

。

特
に

、

法

務

省

の
「

人

権

委

員

会
」

設

置

構

想
、
「

青
少

年
社
会

環
境
対

策

基
本
法

案
」
の
３

点
セ

″
卜
で

メ

デ

″
ア

を
規

制
す
る

も
の

、
と
言

わ
れ
る

。
も

っ
と

市

民
的

議
論

を
深
め

る
必
要

が

あ
る
の

で

は
な
い

か

。

｢ 国 連 人 口 賞｣ 決 ま る
門

パキスタンのサディックさん

二

日本のＮＧＯ(財)ジョイセフ

国
連
人
口
賞
受
賞

者
の
選
考
結
果
が
。

1
0日

、
発
表
さ
れ
、

個
人
部
門
に
は
、
9
4

年
カ
イ
ロ
の
国
際
人

口
開
発
会
議
で
、
事

務
総
長
を
務
め
、
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ

″
ブ

ー

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
タ
ー

女
性
の
健
康
と
人
権

を
人
口
問
題
解
決
の

核
と
す
る
と
い
う
、

要 を 新
な 構 た

役 築
な

割 す 世
を る 界
果 の 的

た に 合
し 重 意

た
、
パ
キ
ス

タ
ン
出

身
の
ナ
フ
ィ
ス

ー
サ
デ
ィ
ッ
ク
さ
ん
。

団
体
部
門
で
は
、
人
口
問
題
で

、
開
発

途
上
国
に
お
け
る
草
の
根
活
動
、
日
本

国
内
で
広
報
活
動
を
行
い
多
大
な
貢
献

を
し
た
と
の
理
由
で

、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

（
財
）
ジ
ョ
イ
セ
フ

が
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
。同
賞
は
、
人
口
問
題
の

意
識
を
高

め
、
そ
の
問
題
解
決
に
向
け
、
優
れ
た

貢
献
を
し
た
個
人
・
団
体
に
毎
年
贈
ら

れ
る
も
の
。
候
補
は

、
歴
代
の
同
賞
受

賞
者
に
よ
っ
て
推
薦
さ
れ
、
選
考
は
、

国
連
加
盟
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
選

考
委
員
会
で
行
わ
れ
る
。

川
田
泰
代
さ

ん
を
偲
ぶ
会
が

開
か
れ
た
。
川

田
さ
ん
は

疝

る
人
ぞ
知
夕

人
で
い
わ
ゆ
る

有
名
人
で
は
な

い
。
ど
の
く
ら

い
参
加
が
あ
る

か
と
思
っ
て
い
た
が
、
会
場
い

っ
ぱ
い
百
人
以

上
の

人
が
い

た
。
私
と
同
じ
よ
う
に
新
聞
に

の
っ
た
４
行
ほ
ど
の
記
事
を
見

て

来
た

人
が
多
い
よ
う
だ

っ

た
。
ア

メ

リ

カ
、
タ

イ
、
韓

国
、
中
国
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な

参
加
者
で
川
田
さ
ん
ら
し
い
と

思
っ
た
▼
川
田
さ
ん
は
戦
前
か

ら

戦
後
に
か

け
て

『
婦
人
画

報
』
で
異
色
の

湎

派
”
記
者

と
し
て

活
躍
し

た
人
。
し
か

し
、
そ
の
本
領
は
フ
リ
ー
に
な

っ
て
か
ら
後
の
、
主
に
ア
ジ
ア

の
政
治
犯
救
援
の
運
動
だ
ろ
う

▼
誰
も
手
を
出
さ
な
い
よ
う
な

ケ
ー
ス
に
「
地
球
よ
り
重
い
人

間
の
生
命
を
守
れ
な
く
て
ど
う

す
る
。
黙
っ
て
み
て
い
ら
れ
な

い
」
と

一
人
で

活
動

を
始
め

る
。
押
し
、
粘
り
、
寝
食
を
忘

れ
、
人
を
動
か
し
、
国
際
的
に

も
訴
え
、
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
い
も
の
で
、
何
人
も
の
良

心
の
囚
人
を
助
け
た
▼
救
援
活

動
の
な
か
で
「
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

ー
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
の

こ
と
を
知
り
、
7
0年
に
日
本
支

部
を
つ
く
る
原
動
力
と
な
る
。

し
か
し
、
組
織
の
中
で
納
ま
る

の
は
苦
手
で

、
ま
も
な
く
ア
ム

ネ
ス
テ

ィ
の
役
員
を
や
め
た
の

で
、
今
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
会

員
た
ち
は
川
田
さ
ん
の
名
も
知

ら
な
い
だ
ろ
う
▼
娘
さ
ん
も
先

に
死
に
、
経
済
的
に
大
変
な
こ

と
も
多
く
、
晩
年
の
４
年
ほ
ど

は
病
気
に
倒
れ
、
標
準
的
な
二

生
」
か
ら
見
れ
ば
「
不
遇
」
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
最
後

ま
で
前
向
き
で
豪
快
だ
っ
た
。

少
し
前
、
見
舞
い
に
行
っ
た
人

は
「
こ
ん
な
大
変
な
時
期
に
、

私
の
見
舞
い
に
来
る
暇
が
あ
っ

た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
運
動
を
し
な

さ
い
」
と
叱
ら
れ
た
そ
う
だ
▼

欲
得
な
く
信
じ
る
こ
と
を
ス
ケ

ー
ル
大
き
く
や
っ
て
の
け
た
。

こ
ん
な
女
性
が
い
た
こ
と
を
若

い
人
に
ぜ
ひ
知
っ
て
ほ
し
い
。

ア
ド
レ
ス
ま
で

ド
ン
ド
ン
送
っ
て
下
さ

い
！
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

ま
た
、
入
会
希
望
、
パ
ソ
コ
ン
の
な

い
人
、
そ
の
他
問
い
合
わ
せ
は
、
若
竹

り
ょ
う
子
（
小
金
井
市
議
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ

４
２
・
３
８
７

・
3
0
0
6

ま
で
。

を

紹
介

。

法

案
は
７

章
か
ら

構

成
。

Ｉ
～
２
章

は
「
総
則
」
と
「
基
本
原
則
」
で

、
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
対
し
、
国
民
と

し
て
誰
も
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

原
則
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

が
国
際
間
の
個
人
デ
ー
タ
の
流
通
を
前

提
と
し
て

、
1
9
8
0
年
に
出
し
た「
８

り
る

川

どうなってい るの ？

私の ニ゙プライバシ ー、
東京弁護士会､第1東京弁護士会､第2東京弁護士会､日本弁護士連合会

政
府
は
こ

の

３

月
2
7日

、
「
個
人

情

報
の

保

護
に
関

す

る
法

律
案
」（

情
報

通

信

技
術

戦
略

本
部

・
個
人

情

報
保
護

法

制
化

専

門
委

員
会

が
検
討

し
て

き
た

）

を
国

会
に

提
出

し
た

。
法

案
は

、
自

己

の

情
報

を
コ

ン

ト

ロ
ー
ル

す
る

権
利

を

認

め

る

な

ど

画

期

的

な

面

も

あ
る

一

方

、
こ

れ
は

個
人

情
報

保
護

を
名
目
に

し
た

、
マ

ス

ー
メ

デ
ィ
ア

規
制

だ

。
マ

ス

ー
メ

デ
ィ
ア

の

持
つ

基
本
的

人
権

と

し
て

の

、
表
現

の

自
由

を
制
約

、
チ

ェ

ッ

ク
す
る

も
の

に

な
り
か

ね
な
い

、
と

反
対

す

る
声
も

大

き
い

。

そ

こ
で

、

個
人
情

報
の

保
護
に

つ
い

て

一
緒
に

考
え

よ

う
と

、
東
京
の
４

つ

の

弁
護
士

会

が
共

催
で

、
「
ど

う

な
っ

て

い

る
の
？

私

の

個
人
情

報
」
の

テ

ー

マ
で

憲
法

記

念
集
会

を
開
い

た

。

情
報

学
者

、
業
者

、
消

費
者

、
弁

護

士
に

よ

る
講
演

と

パ
ネ
ル

デ

ィ
ス

カ

″

シ

ョ
ン
で

構
成

さ
れ

た

、
興
味

深
い

内

容

だ
っ
た

。
そ

の
中

か
ら

、
国

会
に

提

出

さ

れ
て

い

る
「

個

人

情

報

保

護

法

案
」

が

、
ど
う
い

う
内
容

の
も
の

か

、

法
案

作
り

に
携

わ

っ
た
藤

原
静

雄
（

内

室
長
／
國
学
院
大
教
授
）
さ
ん
の
説
明

2
0
0
1
年
度
憲
法
記
念
行
事

ハンセン病国賠訴訟原告勝利

｢この裁判は､ 国賠闘争であると

同時に戦時･ 戦後を通じて､社会か

ら虐げられ､棄民と消去さ れてき

たハンセン病者の歴史を検証する

大 きな 意味を 持つ｣(99 年 本 紙連

載､同裁判支援者執筆『ハンセン病

者のスティグマ』より)。

国は､ 問題の早期､全面的解決を

図るとして､全国の患者･元患者全

員を対象にした立法措置で補償を

行う､退所後の年金支給な ど救済

措置を打ち出した｡熊本地裁で勝

訴した原告は127 人だが､追加提訴

や東京､岡山地裁でも訴訟が起き

ており、原告は1703 人にものぽる。

本当の解決は まだこれからだ。

人
権
の
回
復

｢政府は控訴しない事に決めま
した。深く反省し､おわびを申し上
げます｣。23日､小泉首相の言葉に、
ハンセン病国家賠償訴訟(熊本)で'
闘ってきた人や全国の元患者たち
は､口々に｢これで､やっと人間に
なれた！｣｢うつむかず､上を向い
て歩けるのだ！｣と､涙を流しなが
ら喜びの声をあげた。ハンセン病
者の隔離政策が始まって90年目、

やっと主張が通ったのだ。熊本地
裁は､隔離政策を定めた｢らい予防
法｣の違憲性を指摘し、旧厚生省
は隔離政策の転換を怠った、国会
は同法の規定を改廃せず立法不作
為の過失があるとして､国に18億
円の賠償を命じた。

最
近

、
友
人

が
１

年
以
上

住

ん
だ
ア

パ

ー
ト
か

ら

追
い

出
さ

れ
た

。

公

安
か

ら

、
ア

パ

ー
ト
の

居

住
委

員
会
に

突

然
「
こ

の
ア

パ

ー
ト
に

無

届
け
で

住

む
外
国

人

は
即

刻
退

去
す

る
よ

う
に
」

と

の

通
達
が

あ
っ

た
の

だ
。
２
ヵ

月

も

す

れ

ば
帰

国

す

る

か

ら

と

、
各
方
面

に
手

を

回
し
て

許

可

を
取
っ

た
が

、
結
局

は

、
す

っ

か

り

お
じ

け

づ

い

た

大

家

（

お
お
や

）
さ
ん

に

出
て

い

く

よ

う
に

懇

願
さ

れ
た
と

い
う

。

友
人
は

、
卒
業

間
際
で

い
ろ
い

ろ
と

忙
し
い

な
か

、
あ
わ
て
て

大

学
の

寮
の

空
き

部
屋

に
引

っ

越
し

た

。

中

国
で

は

、
外
国

人
は

ど
こ

に
で

も

住

め

る

わ

け

で

は

な

い

。大

手

を
振
っ
て

住

め
る
と

こ

ろ
の

代
表

は
「

外
国

人
ア

パ
ー

ト
」
。
外
資

系
が

多
く

、
建

物
は

族
な
ど
だ
。

学
生
な

ら
、
外

国
人

学
生

寮
。
家
賃
は
１
ヵ
月
１
万
４

、

5
0
0
0

円
（
２
人
部
屋
）
か

ら
と

、
中
国
の
基
準
か
ら
い
え

ば
決
し
て
安
く
な
い
が
、
中
国

人

学

生

寮

が
１
部

屋
３
～
８

大
、
寮
内
に
入
浴
設
備
さ
え
な

い
場
合
が
多
い
の
に
比
べ
れ
ば

り
は
す
る
が
・
＝
。

も
ち
ろ
ん
実
際
に
は
、
外
国

人
が
全
て
こ
う
し
た
お
仕
着
せ

の
住
居
で
暮
ら
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い

。

経
済
的
理
由
や
本
人
の
都
合

で

、
中
国
人
が
住
む
よ

う
な
、

一
般
の
ア
パ
ー
ト
に
部
屋
を
借

り
る
人
も
少
な
く
な
い

。
外
国

安
心
で
き
な
い
外
国
人
住
宅
事
情

立
派
で

、
内
部
も
ゆ
っ
た
り
と

し
た
つ
く
り
で
、
清
掃
な
ど
各

種
サ
ー
ビ
ス
も
行
き
届
い
て
い

る
。
日
本
国
内
と
同
じ
か
、
そ

れ
以
上
の

暮
ら
し
が
で

き
る

が
、
家
賃
は
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
１
ヵ

月
2
0
0
0

ド
ル
（
約
2
5万
円
）

は
下
ら
な
い

。
住
人
は
主
に

、

外
国
企
業
の
駐
在
員
と
そ
の
家

格
段
に
い
い
。
１

部
屋
に
住
む

の
は
多
く
て
も
２
人
、
寮
内
に

は
も
ち
ろ

ん
入
浴
設

備
か
あ

り
、
設
備

が
い
い

と
こ
ろ

な

ら
、
日
本
を
含
め
た
海
外
の
衛

星
放

送
も

見
る
こ

と

が
で

き

る
。
門
限
が
あ
っ
た
り
入
浴
時

間
が
限
ら
れ
て
い
る
点
が
、
学

生
た
ち
の
不
評
を
買
っ
て
い
た

人
ア
パ
ー
ト
に
は
、
よ
ほ
ど
の

高
給
取
り
か
、
会
社
か
ら
住
居

費
が
出
る
場
合
で
な
け
れ
ば
住

め
な
い
が
、
中
国
人
ア
パ
ー
ト

な
ら

、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２
千
元
（
４

万
円
強
）
程
度
か
ら
あ
る
か
ら

だ
。外
国
人
が
中
国
人
ア
パ
ー
ト

に
住
む
に
は
、
大
家
と
い
っ
し

よ
に
公
安
に
届
け
を
出
し

、
登

録
料
金
を
納
め
れ
ば
よ
い

、
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し

、
大
抵
の
場
合
、
大
家
に

嫌
が
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
税
金

を
取
ら
れ
る
の
が
嫌
な
の
で

あ

り
、
加
え

て
、
大

抵

の

部
屋

は
、
彼
ら
が
職
場
か
ら
割
り
当

て
ら
れ
た
住
居
で
あ
り
、
実
は

大
手
を
振
っ
て
他
人
に
貸
せ
る

も
の
で
は
な
い

、
と
い
う
事
情

も
あ
る
。
届
け
な
ど
出
し
て
、

万
一
咎
め
ら
れ
た
り
す
れ
ば
、

大
家
自
身
が
困
っ
た
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
と
い
ら
６

け
だ
。

そ
う
い
冫

わ
け
で

、
多
く
の

外
国
人
は
、
公
安
に
も
周
囲
に

も
内
緒
で
中
国
人
ア
パ
ー
ト
を

借
り
る
こ
と
に
な
る
。
外
国
人

ア
パ
ー
ト
の
レ
ベ
ル
に
は
及
ば

け マ ン シ ョ ン設 備 も 満 点 の 外 国 人 向

な

い

ま

で

も
、
住
め
ば

都
。
だ
が
、

安
価
と
引
き

換
え
に
真
夜

中
に
突
然
や

っ
て
来
る
と

い
う
「
手
入

れ
」
に
怯
え

な
が
ら
暮
ら

す
こ
と
に
な

る
の
だ
。

お
金
の
な

い
外
国
人
が
中
国
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う

な
日
が
来
る
の

は
、
一
体
い
つ
に
な
る
の
か

。

産休や育児を

話しませんか
「

産
休
ネ

ッ
ト
ワ

ー

ク
」
に

参
加

し

て

、
産
休
や

育
児

に
つ
い

て

話
し
ま

せ

ん
か
？

こ
の
７

日

に

、
国
会

議
員

、
地
方

議

員

ら

が

中

心

に

立

ち

上

げ

た

「

産

休

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

」

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

、

Ｅ

メ

ー

ル

の

ア

ド

レ

ス

が

決

ま

っ

た

．

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

川

ｈ

ｔ
tｐ

　
　

／
w
w
w
.
w

ａ

ｋ
ｕ

w

ａ

ｋ
ｕ

　
.　
ｏ

ｒ
ｇ

　
／
　
tｈ
ａ
ｎ

ｋ

Ｅ

メ

ー

ル

凵
t

ｈ
ａ
ｎ

ｋ
ｙ

ｏ
ｕ

　
＠

　
w

ａ

ｋ
ｕ
w

ａ
ｋ

ｕ

　
.

問

い
合
わ
せ
は
若
竹
さ
ん
へ
／・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
『
産
休
・
育
児

・
リ
レ

ー
エ
ッ
セ
イ
』
コ

ー
ナ
ー
が
あ

り
、
産
休
や
育
児
、
関
連
す
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
や
意
見
を
紹
介
し
て
い
く
。
上
記
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女(第3種 郵便物認可)第1296号

公
ゾ
学
校
の
女
陛
管
理
職
の

登
用
の
状
況
は
、
都
道
肘
県
間

て
著
し
い
差
か
あ
り
、
た
と
え

は
小
学
校
の
校
長
の
3
割
以
i

か
女
殴
と
い
う
県
か
い
く
つ
か

あ
る
一
方
、
5
%
台
と
い
つ
道

県
も
あ
る
。
日
本
橋
女
学
館
短

期
大
学

(現
在
・
日
本
橋
学
館

大
学
)
の
池
木
庸
教
授
が
、
5

年
間
に
わ
た
り
統
計
を
と
り
、

同
大
学
の
紀
要
で
分
析
研
究
し

て
い
る
か
、
女
隆
管
理
職
進
出

度
の
格
差
は
縮
ま
ら
ず
、
低
い

県
か
固
疋
化
し
、
改
善
が
み
ら

れ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
原
因
は

「人
事
権
を
に
き
る
県
教
委
の

偏
見
し
か
考
え
ら
れ
な
い
」
と

結
論
し
て
い
る
。

最
新
の
数
～
、
2
0
0
0
彗

度
の
都
道
府
県
別

公
ウ
、了
校

女
陸
管
理
職
進
出
度
ラ
ン
キ
ン

ク
は
、
小
学
校
校
長
か
①
出
山

37
・
6
②
局
知
36

1
③
栃
木

32
・
O
④
広
島
31
・
3
⑤
愛
媛

29
・
3
。
小
学
校
教
頭
が
①
富

侵2001」 のバテ委 「日本の実

 

山
53

・
3
②
鳥
取
52

・
4
③
栃

木
51

6
④
秋
田
45

・
6
⑤
岩

手
45

・
4

(
何
れ
も
%
)
。

小
学
校
の
管
理
職
は
、
全
国

的
に
も

こ
こ
数

年
伸
ひ
て

お

り
、
校
長
の
率
は
96
年
の
20

・

%
か
ら
2
0
0
0
年
に
は
15

・

%
。
教
頭
は
20

・
%
か
ら
22

・

鋳肇

 

7
⑤
鹿
児
島
9
・
9
と
、
進
出

度
の
高
い
県
と
は
ま
る
で
ケ
タ

か
ち
が
つ
数
字
。

子
ど
も
た
ち
か
最
初
に
出
会

う

「活
躍
す
る
女
性
」
は
教
師

で
、
学
校
の

「長
」「次
長
」
の

女
性
に
出
会
う
率
か
3
回
に
1

度
、
あ
る
い
は
2
回
に
1
度
の

争
点
は
過
去

の
補
償

「門
地
差
別
」
の
問
題

今
年
8
月
28
日
か
ら
9
月
7

日
ま
で
、
南
ア
フ
リ
カ
・
タ
ー

ハ
ン
で
開
か
れ
る

「反
人
種
キ

義

差
別
撤
廃
世
界
会
議
」

向
け
た
準
備
の
様
子
、
今
後
の

国
内
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
22

日
、日
本
の
同
実
行
委
員
会
「タ

ン
2
0
0
1
」
事
務
局
が

院
内
で
報
告
。

ソ
ユ
ネ
ー
フ
で
は
、現
在
(6

月
1
日
ま
て
)
政
府
、
N
G
O

そ
れ
ぞ
れ
が
、
本
会
議
に
同
け

た
最
後
の
準
備
委
員
会
を
開
催

中
。
議
題
は
宣
≡
[
・
行
動
訓
画

案
の
詰
め
で
、

「争
点
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
過
去
の
植
民
地

支
配
。
奴
隷
制
に
対
す
る
補
償

問
題

(ア
フ
リ
カ
諸
国
か
積
極

的
に
提
案
)、門
地
差
別
問
題
。

注
目
は
ジ
ェ
ン
タ
ー
と
人
種
主

義
・
複
合
差
別
問
題
な
ど
」
と

藤
岡
美
恵
子

(2
0
0
1
実
行

委
)
さ
ん
が
説
明
。

補
償
問
題
に
関
し
て
、
強
く

反
対
し
て
い
る
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
。
米
国
、
カ
ナ
タ
は
議

論
す
る
こ
と
自
体
に
は
反
対
し

て
い
な
い
。
寺
こ
、
国
際
的
補

償
計
画
問
題
、
植
民
地
支
配
・

奴
隷
制
の
貢
任
を
国
家
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
か
ら
利
益
を
得
た

私
企
業
の
責
任
を
問
つ
か
と
つ

か
で
紛
糾
。
欧
米
諸
国
、
H
本

の
政
府
は
、
こ
の
問
題
か
経
済

開
発
、
開
発
援
助
と
絡
め
て
議

論
さ
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
、
避

け
よ
っ
と
し
て
い
る
。

門
地
差
別

(
一
定
の
生
ま

れ
、
出
身
に
基
つ
く
差
別
。

と
し
て

イ
ン
ド
の
タ
リ
ノ

日
本
の
部
落
差
別
な
と
)

ま
、
関
係
諸
国
政
府
、
特
に
イ

ン
ト
政
肘
の
反
対
か
強
く
、
除

外
さ
れ
る
恐
れ
か
あ
る
こ
と
か

ら
、
N
G
O
・
囚
際
タ
リ
ソ
ト

連
用
ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク
を
中
心

こ
、
国
際
的
な
ロ
ヒ
ー
括
動
を

展
開
し
て
い
る
。
日
本
政
府

金
八
先
生
」
の
赤
木
春
征
の
名

校
長
ぶ
り
か
す
く
思
い
浮
か
ぶ

か
、
当
時

(
1
9
7
9
年
)
、
中

学
の
女
校
長
は
な
ん
と
ー
%
代

た

っ
た
。
現
在
は
随
分
増
え
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
①
高
知
9

・
6
②
東
京
9

・
6
③
福
岡
9

0
④
神
奈
川
7

・
4
⑤
富
山

よ
、

「部
落
だ
別
」
は
人
種
差

別
撤
廃
条
約
で
書
う
門
地
差
別

に
は
含
ま
れ
な
い
、
と
言
い
続

け
、
世
界
会
議
て
も
そ
の
姿
勢

を
崩
さ
な
い
だ
ろ
う
と
≡口
つ
。

行動計画案

 

言宣紛糾する
問題との複合差よジ ェンダ注 目

 

「
新
し
い
視
出
と
し
て
、

目
さ
れ
て
い
る
の
は

ン
ェ
ン
タ

ー
と
人
種

左
別

・
複
合
差
別
の

問
題
。

早
案
の
中
に
、
女
性
の

平
等

(仮
)
の
セ
ク

ソ
ヨ
ン
か

増
え
て
い
て
①
栃
木
26

・
4
②

岩
手
21

0
③
秋
田
20

・
7
④

富
山
19

・
4
⑤
山
ロ
ー9

・
3
。

ワ
ー
ス
ト
は
①
奈
良
0

・
9
②

千
葉
1

・
0
③

鹿
児
島
1

・
6

④
山

梨
1

・
8
⑤
愛

知
1

・

9
。
こ
れ
も
高
い
県
と
低
い
県

と
の
あ
ま
り
の
格
差
。

都
道
府
県
間

で
著
し
い
差

公
立
学
校
の
女
性
管
理
職
登
用
状
況
統
計
と
分
析

%
。
教
頭
は
女
陸
の
ほ
う
か
多

い
県

か
3
県
も

あ

る
ー
し
か

し
、
ワ
ー
ス
ト
県
を
見
る
と
、

校
長
は
①
北
侮
道
5

・
1
②
長

野
5

・
5
③
鹿
児
島
5

7
④

愛
知
6

・
3
⑤
新
潟
6

5
。

教
頭
は
①
北
侮
道
②
長
崎
9

・

3
③
宮
崎
9

・
4
④
福
島
9

・

格
差
縮
ま
ら
ず
、
固
定
化

の
傾
向

子
と
も
と
、
滅
多
に
遭
遇
し
な

い
子
と
も
て
は
、
女
陸
の
社
会

進
出
に
対
す
る
考
え
も
大
き
く

変
わ
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。

中
学
校
の
管
理
職
は
、
小
学

校
よ
り
ず
,
と
少
な
い

(女
教

師
の
率
も
少
な
い
)。中
学
校
の

女
校
長
と
い
つ
と

「3
句
B
組

7

・
1
。
局
い
県
て
も
1
割
に

い
か
な
い
。
ワ
ー
ス
ト
は
①
石

川
、
鳥
取
て
と
も
に
セ

ロ
③
新

潟
0

・
4
⑤
大
分
0

・
7
。
1

%
に
満
た
な
い
県
か
ほ
か
に
冨

崎
、
福
島
、
鹿
児
島
と
7
県
も

あ
る
。
教
頭
は
、
局
い
県
は
か
な
り

中
に
は
、
い
い
カ
と
ワ
ー
ス

ト
と
両
方
に
名
か
出
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
か
、
ひ
と
つ
の
部

門
て
進
出
度
が
尚
い
と
こ
ろ

は
、
た
い
て
い
ほ
か
の
数
～
も

高
い
。
他
木
教
授
は
全
部
門
を

な
ら
し
て
進
出
度
ラ
ン
キ
ン
ク

を
つ
け
て
い
る
か
、
2
0
0
0

盛
り
込
ま
れ
た
。
人
種
差
別
と

女
性
差
別
と
い
う
、
複
合
的
差

別
を
受
け
て
い
る
状
況
を
解
明

す
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

人
種
差
別
に
か
か
わ
る
政
策
、

計
画
、
立
広
等
の
際
に
ソ
ェ
ン

タ
ー
の
視
自
、を
必
ず
入
れ
る
こ

と
や
、
女
性
の
参
加
を
促
す
と

っ
た
文
≡
口か
提
案
さ
れ
て
い

る
。
女
性
差
別
か

、
人
種
差
別

と
の
関
連
で
議
論
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
か
、
今
回
の
世
界

会
議
の
大
き
な
意
義
だ
」
と
藤

岡
さ
ん
は
言
い
、

「
と
の
国
の

政
府
も
、
口
で
は
人
種
差
別
を

無
く
そ

つ
と
菖
つ
か
、
肝

心
な

と
こ
ろ
に
な
る
と
、
踏
み
込
み

か
弱
く
な
る
。
行
動
計
画
案
に

は
貝
体
駐
な
く
、
実
行
力
に
欠

け
る
」
と
、
危
眞
を
示
し
た
。

国
内
の
括
動
は
、

「
イ
メ
ー

ソ
ソ
ン
ク
」
の
募
集
、

「連
続

講
座
」
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

イ
メ
ー

ノ
ソ
ン
ク
は
、

『
差

別
の
な
い
世
界
を

つ
く
ろ
う
』

を
テ
ー
マ
に
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
人
な
ら
た
れ
で
も
応
募
で

き
る
。
曲
は
、
広
報

・
啓
発
活

動
、
世
界
会
議
後
は
国
連
の
人

権
活
動
分
野
で
使
用
さ
れ
る
。

C
D
、
M
D
で
の
郵
送
及
ひ
電

～
メ

ー
ル
て

送
付
。
締
切

り

ま
、
6
月
30
日
、
発
表
は
7
月

畦

倉

「タ

ー

ン
2
0
0

1
」
連
続
溝
座
の
第
1
回
は
、

『
ソ

ェ
ノ
タ
ー
と
人
種
差
別
』

目
6
月
22
日
18
時
30
分

人
阪

法
科
経
済
人
学
東

爪セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス

(
地

・
神
谷
町
駅
-
番

出
口
2
分
)

薄
而

松
井
や

よ
り

(
V
A
W
W
-
N
E
T

ソ

ヤ
パ

ン
代
衣
)
さ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
洋
し
く
は
巾
務
局

n
o3

団
コ
ノ
=
一

◎

葺

〔
℃

＼
＼
≦

≦

≦

け
O
o
[
○
薦

ま

て

Q

イ

メ
ー

ン
ソ
ン
グ

の

募

集

や
連

続
講

座

も

年
度
は
、
L
か
ら
、
富
山
、
栃

木
、
秋
田
、
岩
手
、
高
知
、
香

川
、
広
島
、
鳥
取
、
愛
媛
、
徳

島
、
東
京
、
山
口
、
沖
縄
、
入

分

。
ワ
ー
ス
ト
は
下
か
ら
鹿

児

島
、
北

侮

道
、
宮

崎
、
熊

本
、
長
野
、
福
島
、
新
潟
、
千

葉
、
愛
知

。
問
題
は
5
年
間

を
通
し
、
多
少
変
わ

っ
て
い
る

県
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
順
位

が
か
わ
ら
ず
、
固
定
化
し
、
高

い
県
と
低
い
県
の
数
字
か
開
く

ば
か
り
と
い
う
こ
と
だ
。

池
本
教
授
は

「
こ
の
差
は
な

に
か
。
県
民
所
得
、
人

口
集
中

地
区
人
口
比
率
、
住
民
の
学
歴

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
調

べ
た
か
、

い
ず
れ
も
無
関

係
と
わ
か

っ

た
。
教
師
の
女
陛
比
率
も
ほ
と

ん
と
変
わ
ら
な
い
。
任
命
権
者

の
女
け
へ
の
偏
見
と
し
か
思
え

な
い
」
と
女
陞
教
員
の
管
理
職

登
用
の
遅
れ
て
い
る
県
に
、
姿

勢
を
正
し
て
ほ
し
い
、
と

一]
っ

て
い
る
。

メディアの規制立法に反対
言論表現の 自由 市民・ジャーナ リス ト

故斎藤茂男 さん記念 シンポジウム

 

一
昨
年
5
月
に
亡
く
な

っ
た

ン
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
斎
藤
茂
男
さ

ん
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ

ソ
ウ
ム

コ
菖
論
表
現
の
自
由

市
民

・

ソ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
か
開
か
れ

た

(
5
月
19
日

東
京
、
プ
レ

ス
セ
ン
タ
ー
)
。問
題
に
な

っ
て

い
る
メ
デ
ィ
ア
を
規
制
す
る
法

律
の

ー1
法

へ
の
反
対
を
背
景
に

行
わ
れ
た
。
筑
紫
さ
ん
は
、
日

本
の
状
況
を
掘
り
さ
け
て
考
え

る
こ
と
か
大
切
と
講
演
。
今
、

話
題
に
な

っ
て
い
る

「記
者
ク

ラ
フ
」
問
題
に
ふ
れ
、
仲
縄
て

「良

心
を

発

動
」
す

る

ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト

に

記
者
ク
ラ
フ
な
し
の
取
材
を

し
、
ク
ラ
フ
の
閉
鎖
性
を
感
じ

た
と
い
つ
。

現
場
・
第

一線
記
者
に
よ
る

ソ
ン
ホ
ソ
ウ
ム
て
は
、
伊
藤
千

尋
さ
ん

(朝
日
新
聞
外
報
部
)

は

「目
由
、
人
権
、
民
主
主
義

の
た
め
に
は
恐
い
も
の
は
な

い
。
目
主
規
制
を
す
る
な
。
幹

部
か
タ
メ
と
言
え
ば
自
分
が
や

れ
ば
い
い
。
韓
国
で
は
ク
ヒ
に

な
っ
た
ソ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ハ

ン
キ
ョ
レ
新
聞
を
つ
く
り
人
き

く
し
て
い
る
」
と
兀
気
良
い
発

言
。
明
珍
美
紀
さ
ん

(毎
日
新

聞
生
活
家
庭
部
)
は

「私
は
、

お
か
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
、

と
ソ
フ
ト
に
切
り
抜
け
、
し
か

し
市
民
の
気
持
ち
を
書

こ
う
と

努
力
し
て
き
た
」
と
。
T
B
S

・
ニ
ュ
ー
ス
23
デ
ス
ク
の
金
平

戊
紀
さ
ん
、
テ
レ
ビ
朝
日

「
ス

ク
…
プ
21
」
の
キ
ャ
ス
タ
ー
長

野
智
子
さ

ん
も

そ
れ
ぞ
れ

語

り
、司
会
の
大
谷
昭
宏
さ
ん
(
フ

リ
ー
)
が

「
ソ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト

は
良

心
的
だ
け
で
は
タ
メ
、
罠

b
の
発
動
を
」
と
締
め
た
。

6

月

11

日

か

ら

20

日

ま

で

非
核
と
先
住
民
の
独
立

全
国
各
地
で
講
演
会
開
催

太
平
洋
地
域
て
は
、
ア
メ
リ

カ
や
フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
か
行

わ
れ
、
住
民
か
被
曝
、
い
ま
た

に
影
響
が
出
た
り
、
フ
ル
ト
ニ

ウ
ム
や
核
処
琿
物
の
輸
送
路
に

さ
れ
た
り
、
さ
ま
さ
ま
な
問
題

太

平
洋

の
女
性
た
ち

の

ス
ピ

ー
キ
ン
グ

ツ
ア
ー

か
起
こ
っ
て
い
る
か
、
孝
の
実

清
や
闘
い
は
あ
ま
り
知

b
れ
て

い
な
い
。
先
頃

『灘
核
と
先
住

民
族
の
独
立
を
め
ざ
し
て
ー
人

平
洋
の
女
件
た
ち
の
甜

]』
(
現

代
人
文
社
、
8
0
0
円
)
か
倒

行
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
各

地
の
非
核
N
G
O
か
協
力
、
6

月
H
日
か
ら
20
日
ま
て

「人
平

洋
の
女
性
ス
ヒ
ー
キ
ン
ク
ツ
ア

ー
」
を
行
う
。

ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
本
の
巻
頭

文
も
書
い
て
い
る

ニ
ュ
ー

ソ
ー

ラ
ン
ト
の
ケ
イ
ト

・
テ

ユ
…
ス

さ
ん
と
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共

和

国
の
メ

ア
リ

・
ソ
ル

ク
さ

ん
。ケ
イ
ト
さ
ん
は
、
ニ
ュ
ー

ン

…
ラ

ン
ト
軍
縮
問
題
諮
問
委
員

会
初
代
委
員
。
97
年
ま
て
カ
ン

タ

ヘ
リ
ー
大
学
Ψ
和
、子
講
師
を

勤
め
、
今
句
1
月
ニ
ュ
ー

ン
ー

ラ
ン
ト
政
府
か
ら
Ψ
和
運
動

へ

の
貢
献
を
表
彰
さ
れ
た
人
。

メ
ァ
リ
さ
ん
は
、
図
君
,館
司

書
、
ミ
ク
ロ
ネ

ソ
ア
関
連
資
料

の
曽
門
家
て
核
研
究
所
長
と
し

て
核
兵
器
に
よ
る
太
Ψ
^
へ
の

影
響
に
つ
い
て
教
え
て
い
る
。

同
書
に
よ
る
と
ア
メ
リ
カ
の

66
回
に
も
わ
た
る
マ
ー

ソ
ヤ
ル

諸
島
に
お
け
る
核
実
験

(水
爆

「
フ
ラ
ポ
ー
」
は
、
広
島
原
爆

の
1
0
0
0
倍
も
の
強
さ
だ

っ

た
と
い

つ
)
、フ
ラ

ノ
ス
の
1
9

3
回
の
核
実
験
に
よ
る
影
郷
・は

ま
た
続
い
て
お
り
、
女
附
た
ち

は

ン
ェ
リ
ー
フ

ィ
ソ

ン
ユ

(
ク

ラ
ケ
)
ヘ
ヒ
ー
の
出
産
に
お
ひ

λ
て
い
る
と
い
う
。
ク
ラ
ゲ
ベ

ヒ
ー
と
は
、
臼
も
頭
も
腕
も
脚

も
な
い
、
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
な
状

態
で
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
だ
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
先

住
民
族
ア
ボ
リ

ソ
ニ
の
居
住
地

て
、
世
界
遺
産
で
あ
る
国
立
公

園
で
ウ
ラ
ン
採
掘
が
行
わ
れ
、

先
住
民
た
ち
は
採
掘
を
阻
止
し

よ
う
と
闘

っ
て
い
る
。
太
平
洋

地
域
に
は
、
核
に
係
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
。

講
債
は
、
11
日
の
広
島

(
b

時
30
分

平
和
記
念
資
料
館
東

館
地
下
)
を
皮
切
り
に
長
崎
、

大
阪
、
京
都
、
東

尿
、
岐
阜
、

高
知
て
石
わ
れ
る
。

詳
し
い
日
程
の
問
い
合
わ
せ

岩
崎
さ
ん

且
0
7
5

・
7
9

1

・
9
2
4
9
、
大
庭
さ
ん
面

&

隙
0
8
2

・
8
2
8

・
2
6

0
3
。

試

κ

苫

Z

鰹

κ

究

x

羅

・

が

唐

・

購

ウ
ェ

ヨ

ジ
ゥ

ま
へ

て

ガ
ぽ

ノ
け

が

ギ

,
臨

繊
醸
融

蟹
難

ウ

η
聯

冥

冗

〃

ガ

縣

悼
κ
胴

腸
脇

彰

ー
婁
墓
礁
灘
蒙
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塞

蒙

藻
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雛
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ス一ユ性 二

 

女2001年5月30日(7雌 日)3)

議
席
半
分

い
た
だ
き
ま
す
!

参

院

選

に
向

け

て

T
シ

ャ
ツ
セ

ー

ル

5
月
29
日
、
竜
子
ネ

ソ
ト

ワ
ー
ク
f

e
m
I

n
e
t
の

「女
と
選
挙

議
席
半
分
い

た
だ
き
ま
す
ー
」
か
T
シ
ャ

ヅ
セ
ー
ル
を
キ
ノ
ク
オ
フ
し

た
。f

e
n
I

n
e
t
よ
、
1

9
9
7
年
に
誕
生
し
た

ハ
ソ

コ
ン
・ネ

ノ
ト
ワ
ー
ク
。
ホ
ー

ム
へ
ー

ソ
の
へ
の
訪
間
者
は

2
力
人
を
超
す
。
ア
ソ
ア
女

附
資
料
セ
ン
タ
⊥

几
事
務
局

噛
鎌 懸 難繕

習爪 隈

観 難
晦

 

■
■
一
=

臨

長
友
政
眞
知
子
さ
ん
や
、
松

本
幸
花
さ
ん
、
三
井

マ
リ
子

さ
ん
ら
か
管
理
人
に
い
る
。

f

e
m
I

n
e
t
の

一
部

門

「女
と
選
挙
」
は
、
超
党

派
て
女
性
議
員
を
増
や
す
た

め

の
サ

イ
ト

だ
。
こ
れ

ま

で
、
選
挙
結
果
の
分
析
や
侮

外
女
性
議
員
事
庸
な
と
多
彩

な
惰
報
を
提
供
し
て
き
た
。

そ
の
掲

示
板
は
、
女
陸
議
員

の
当
落
盾
報
交
換
や
、
女
件

蕪
雛

欝
琿
苓琳苓糊

☆
駒
.

u

雛

馨

軋

乳

e

まき
を

ガ

な

イ

ロ

ド

モ
　

騰灘

灘
鍵

魏

㎜

闘
蟹
窯驚

銭

闘

醜

苓 殿x糠

騰雛
雛藻灘毒

礁1懸 鑛灘 顯 難
懸

簸w譲

畑¥凶 熟

1ン ヤ ツ を 酒 「た 把mnet

と
政
治
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト

が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
と

て
も
賑
や
か
だ
。

今
回
、
そ
の
f

e
m
l

n

e
t

「
女
と
選
挙
」
は
、
7

月
参
院
選
に
向
け
、
全
政
党

の
女
性
候
補
者
の
紹
介
や
ア

ン
ケ
ー
ト
を
公
開
し
、
女
陸

議
員
増
に
つ
な
げ
よ
う
と
い

う
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
計
画
し

た
。
こ
の
T
シ

ャ
ツ
セ
ー
ル

は
、
T
シ
ャ
ツ
販
売
を
通
し

て
、
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
気

運
を
さ
ら
に
盛
り
ヒ
げ
よ
う

と
い
う
も
の
だ
。

こ
れ
ま
で
、
女
性
議
員
を

増
や
す
運
動
は
さ
ま
ざ
ま
あ

っ
た
が
、
T

ソ
ヤ
ツ
に
よ
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
日
本
初
。

イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
女

性
運
動
も
日
本
初
だ
。

ソ
ヤ

ツ
の
胸
元
に
は
、
男
性
が
ス

ラ
リ
座

っ
て
い
る
イ
ス
に
、

女
陸
か
座
ろ
う
と
し
て
い
る

愉
映
な
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ

て

お

り
、
1
着
1
7
0
0

円
。色
も
選

べ
る
。集
ま

っ
た

資
金
は
、
女
阻
議
員
を
増
や

す
た
め
の
ネ
ノ
ト

・
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン
に
充
て
ら
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ノ
ト
に
あ
る

圧

の
名
は

「
カ

マ
シ

ョ

ソ

プ
」
。
店
長
の
春
日
優
子
さ
ん

は

「
み
ん
な
て

『
議
席
半
分

い

た
た

き

ま
す
ー
T
シ

ャ

ッ
』
を
首
て
当
選
者
の
半
数

を
女
陛
に
し
ま
し
ょ
う
」
と

呼
ひ
か
け
て
い
る
。

詳
し
く
は
、
f

e
m
I

n

e
t
の
ホ
ー
ム

ペ
ー

ン
へ
。

7
【【で

＼＼≦
≦
≦
」∩
山
p
℃
o

o
・αq
≧
Ω
裳

(
M
M
記
)

日本初の女性洋画家団体

第81回 「朱葉 会展」

6月1日 か ら都美術館

テレビ番組を楽しく解剖

メディアリテラシー実践
とよなか

「すてっぷジャーナル」創刊号

 

と
よ
な
か
男
女
共
同
参
画

推
進
財
団
は
、
こ
の
ほ
と
庸

報
誌

『
す
て

っ
ぷ

ソ
ヤ
ー
ナ

ル
』
創
刊
号
を
発
行
し
た
。

A
4
判
8
ぺ
ー
ソ
の
リ
ー
フ

た
か
、
意
欲
的
な
編
集
、
特

講爾
アリー
マイ ラフ

⑩
喝

フ

集
が
N
H
K
で
放
送
さ
れ
て

い
た
テ
レ
ヒ
ド
ラ
マ

「
ア
リ

ー

・
マ
イ

・
ラ

フ
」
を
使

っ

て

の
×
テ

ィ
ア
リ
テ

ラ

ソ

ー
。
女
匪
セ
ン
タ
ー
の
庸
報

誌
は
と
も
す
る
と
催
し
の
報

告
な
ど
で
終
わ
り
が
ち
な
こ

と
が
多
い
か
、
人
気
の
テ
レ

ビ
番
組
を
楽
し
く
解
剖
し
、

関

心
を
引
き
そ
う
だ
。

「
ア

リ

ー

・
マ

イ

・
ラ

フ
」
は
N
H
K
テ
レ
ビ
で
98

年
10
月
か
ら
こ
と
し
3
月
ま

で
3

ソ
リ
ー
ス
放
送

(金
曜

23
時
)
。
第
4

ソ
リ
ー
ス
が
10

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
予
定
。

ア
リ
ー
は
若
い
弁
護
土
。
日

本
で
も
礎
刺
と
強
力
な
弁
護

て
活
躍
す
る
ア
リ
ー
の
フ
ァ

ン
は
多
い
。

毎
回
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
裁

-

悼
1

一・癒
暴

へ薫鵬 潮

「す て っ ～ン ヤー ナ ル 」

の 特 集 べ 一 ン

T

 な
く
、
そ
の
拠
自
と
な
る
団

体
か
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
勉

強
、
発
表
の
場
を
つ
く
ろ
う

と
い
つ
こ
と
て
結
成
さ
れ

た
。
創
立
委
員
は
与
謝
野
晶

子
や
華
族
の
夫
人
て
絵
に
理

解
を
持
つ
小
笠
原
貞
了
、
津

軽
照
子
、
尚
百
子
ら
か
名
を

連
ね
、
登
竜
門
の
役
割
を
も

担
お
う
と
、
第
1
回
展
か
ら

公
募
展
と
し
て
い
る
。
朱
葉

会
の
命
名
者
は
与
謝
野
晶
了

=

■

わ
か
国
初
の
女
陸
洋
画
家

の
団
体

・
朱
葉
会
の
第
81
回

の

「朱
葉
会
展
」
が
6
月
-

口

(金
)
か
ら
10
日

(
日
)

ま
で
東
京

・
上
野
の
東
京
都

芙
術
館
て
開
か
れ
る
。

会
員
、
会
友
、

一
般
出
品

の
油
絵
、
水
彩
、
版

画
等
約

3
3
0
点
が
展
示
さ
れ
る
。

朱

藥

会

は
1
9
1
8
年

(
大

正
7
)
の

設

立
。
当

時
、
女
性
洋
画
家
も
ま
だ
少

=

一
■
■

判
と
リ
ン
ク
し
セ
ク
ハ
ラ
、

職
場
に
お
け
る
女
陸
へ
の
年

齢
差
別
な
と
女
性
が
当
面
す

る
問
題
が
出
て
く
る
。
新
し

い
ヒ
ロ
イ
ン
像
を
描
き
、
ト

ラ
マ
か
ら
見
え
る
ア
メ
リ
カ

社
会
の
鋭
い
描
き
方
を
評
価

し
な
か
ら
も
、ア
リ
ー
か
「運

命
の
男
駐
探
し
」
に
エ
ネ
ル

キ
ー
を
そ
そ
ぎ
、

「付
事
で

成
功
し
て
も
女
に
は
欠
落
感

が
あ
り
、
結
婚
し
た
い
は

ず
」
と
い
う
製
作
者
の
偏
っ

た
女
性
観
か
あ
る
。
ト
ラ
マ

の
女
た
ち
は
仕
事
を
持
ち
、

自
己
す
張
も
て
き
る
が
、
男

並
み
に
な
る
た
め
1
ロ
ー4
時

間
も
働
い
て
い
る
。

「男
女

共
同
参
画
途
上
ト
ラ
マ
」
と

批
判
。
メ
テ
ィ
ア
か
ら
の
庸
報
を

無
比
判
に
受
け
止
め
ず
、
積

極
的
に
批
判
し
主
体
的
に
膚

報
を
発
信
す
る
と
い
う
メ
テ

ィ
ア
リ
テ
ラ
ン
ー
を
実
践
し

て
い
る
。

問
い
合
わ
せ

曾
06

6

8
4
4
・
9
7
3
5

(同
財

団
)

=

度
も
体
ま
ず
A,年
で
81
回
。

長
い
歴
史
の
な
か
、
有
力
な

女
性
画
家
を
輩
出
し
た
。
今

年
も
絵
画
の
創
作
を
め
さ
す

みんなのヘーンてす 言いたいことや 知bせ たい

ことかあったb

編 集 部

とんとん没稿 して下さい

電 菖舌03(3343)1846

FAXO3(3348)1890

lllHllu 日i「1昏1`■IH

企
画
募
集

男

女

共

同

参

画

自
由
プ
ロ
ク
ラ
ム

需
一
需
胃
卿
一
一
一
一
■
一
■
■
一
一

と
い
う
。

戦
中
の
45
、
46
年
は
や
む

な
く
休
会
し
た
か
47
年
に
は

展
覧
会
を
再
開
。
以
後
、

一

女
性
た
ち
の
意
欲
作
か
た
く

さ
ん
見
ら
れ
そ

つ
だ
。

9
時
か
ら
16
時
、
最
終
日

は
14
時
ま
て
。

「
国
立
女
性
教
育
会
館
」

(埼
玉
県
武
蔵
嵐
山
町
/
大

野
曜
理
事
長
)
て
は
、
10
月

19
日

(金
)
～
21
日

(
日
)

に
行
う

「
ヌ
エ
ノ
ク
2
0
0

1

・
全
国
交
流
フ

ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

出
会
い

・
感
動

・
ネ

ノ
ト
ワ
ー
ク
～
男
女
共
同
参

画

へ
の
行
動
」
の
自
出
企
画

プ
ロ
ク
ラ
ム
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
る
。

同
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
、

全
国
各
地
で
学
習
、
夫
践
活

動
を
し
て
い
る
団
体

・
ク
ル

ー

フ
が
、
互

い
に
盾

報
交

換
、
交
流
を
探
め
る
た
め
の

も
の
て
、
自
由
企

画
プ
ロ
ク

ラ
ム
て
構
成
さ
れ
る
。

募
集
し
て
い
る
の
は
、
男

醜

■
■

■

報 パ
告 ン
書 フ

 

隅
磐

女
腔
2
0
0
0
年
会
議
か

ら
21
世
紀
へ
豊
島
区
立
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
i
・
発
行

同
セ
ン
タ
ー
†
催
の
エ
ポ

ノ
ク
ー0
ト
ー
ク
て
の
赤
松
良

r
さ
ん

(
兀
又
相
、
国
際
女

陣
の
地
位
協
会
会
長
)
の
話

を
ま
と
め
た
も
の
。
赤
松
さ

ん
は
婦
人
問
題
担
当
室
長
、

労
働
省
婦
人
少
年
局
長
等
の

職
に
あ
っ
て
女
性
の
地
位
向

ー
の
た
め
に
尽
力
し
て
き

た
。
裏
話
も
ま
し
え
な
か
ら

95
年
北
京
世
界
女
性
会
議
、

昨
年
の
女
性
2
0
0
0
年
会

女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を

目
指
す
学
習

・
活
動
を
行

っ

て
い

る
団

体

・
ク
ル

ー
プ

で
、
2
時
間
程
度
の
ワ
ー
ク

ソ
ヨ
ノ
ブ

・
展
示

・
実
技
を

行
う
も
の
約
60
企
画
、
20
分

以
内
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

と
を
約
5
企
画
、
他
に
、
展

示
コ
ー
ナ
ー
で
、
開
催
期
間

中
展
示
で
き
る
も
の
な
と
。

2
伯
3
日
の
宿
泊
参
加
か
原

則
で
、
自
由
企
画
プ
ロ
ク
ラ

ム
の
運
営
団
体
に
は
、
会
館

規
足
に
よ
る
2
泊
3
日
分
の

旅
費
、
1
名
分
が
支
給
さ
れ

る
。応
募
は
、
所
定
の
申
し
込

み
用
紙
で
郵
送

。
フ
ァ
ノ
ク

ス
、
ま
た
は
E
×
ー
ル
で
。

6
月
23
日

(
土
)
必
着
。

問
い
合
わ
せ

国
宣
女
陸

教
育
会
館
事
業
撮
E
O
4
9

■

■

議

(
ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク
)
の
意

義
、
21
世
紀
女
性
は
エ
ン
ハ

ワ
メ
ン
ト
で
、
と
説
い
て
い

る
。
A
5
判
60
へ
ー

ン
。
頒

価
3
0
0
円
。
問
い
合
わ
せ

同
セ
ン
タ
ー

慰
03

・
5
9
5

4
・
・
1
0
1
rO

ア

ソ
ア
女
性

ン
リ
ー
ス
8

タ
イ
の
女
駐

勧
ア

ン
ア
女
駐
交
流

・

研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
訳

ア

ン
ア
の
女
性

の
状

況

を
、
ア

ソ
ア
各
国
の
ナ

ソ
ヨ

ナ
ル

・
マ

ソ
ー
ナ
リ
ー
の
協

力
て
発
行
し
て
い
る

ソ
リ
ー

ス
の
8
冊
目
。
タ
イ
総
理
府

次
官
室
、
国
家
女
門
問
題
委

員
会
の
執
筆
に
よ
る
も
の
。

タ
イ
の
女
駐
の
状
況
は
、
た

と
え
ば
、
労
働
力
人
[
の

つ

ち
女
件
は
47
%

(女
性
総
人

口
の
52
%
)
と
高
く
、
識

子

率
は
91

・
5
%
た
か
、
女
酢

の
識
字
率
は
男
件
の
97

・
4

3

・
62

・
6

7

1

1

(
代

)
、

似

0

4

9

3

°
2

9
6

7

2

F

ρ
0

0

、

U

R

L

葺

6

こ

≦

≦

≦

コ
ノ<
o
∩

αq
o

モ

＼

団

メ

ー

ル

℃
δ

α。
臼

く
◎

コ
≦

0
∩

σq
O

U℃

働
く
女
性
テ
ー

マ

に

し

た

展

示

物

「女
性
と
付
事
の
未
来

館
」(樋
口
恵
子
館
長
)
で

は
、
働
く
女
性
を
テ
ー
マ
に

し
た
展
不
企
画
を
募
集
中
。

こ
の
展
示
企
画
は
、
自
分

た
ち
の
活
動
や
研
究
を
発
表

す
る
場
を
持
た
な
い
団
体
や

個
人
、
あ
る
い
は
、
実
現
し

て
み
た
い
企
画
の
あ
る
人
た

ち
に
、
発
表
の
機
会
を
提
供

し
よ
つ
と
い
う
も
の
て
、
昨

年
度
に
続
き
2
回
目
。
同
館

の
展
示
室
の
空
間
を
自
由
に

プ
ロ
テ
ユ
ー
ス
で
き
る
と
あ

っ
て
、
昨
年
は
、
日
本
全
国

(
一
部
国
外
も
)
か
ら
、
た

噌

幽

幽
一

「

噛
一

%
て
相
対
的
に
高
い
。
人
学

に
な
る
と
女
～
の
力
か
多
く

(
53

・
77
%
)
、博
卜
号
取
得

者
も
女
件
が
51

。
85
%
と
女

性
の
力
か

局
学
歴
が
多
い
な

と
、
意
外

な

一
面
も

わ

か

る
。
A
5
閃
87
へ
ー

ソ
。
頒

価
1
0
0
0
円

(税
込
み
)
、

問
い
合
わ
せ
同
フ
ォ
ー
ラ
ム

む
0
9
3

・
5
8
3

・
3
4

Q
U
湘4蓋盤駕

/

隠

.
騨

〉

ノ

♂♂

弓

V

地
域
て
女

性
た
ち
か
か
か
え
る
問
題
は

た
く
さ
ん
あ
る
。
女
性
の
多

様
な
昼
き
か
た
を
支
援
す
る

ひ
と

(弁
護
卜
、
税
理
七
、

女
附

議

員
な

と
)
、
グ
ル

ー

プ
、
制
度
、
相
談
窓

口
。
子

}
一
一
圃
髄
一
塑
塑
一
一

女
の
伝
言
板

ウ
イ
メ

ノ
ス
ネ

ノ
ト

こ
う

べ
・
編

「
兵
庫
発

女
の
伝
三
板

ハ
ー
ト
2
」
と
名
つ
け
て
い

る
。家
庭
や
職
場
、

く

さ
ん

の
応
募
が

あ
り
、

天
働
く
母
V
昨
日

・
今
日

・

明

日
」(
企

画

・
働

く

母

の

会
)
と

「ア

ソ
ア
の
働
く
女

性
た
ち
の
現
状
か
ら
考
え
る

女
性
の
し
こ
と

・
み
ら
い
」

(
企
画

・
プ
ラ
ン

ニ
ン
ク
ク

ル
ー
プ

コ
ラ
ボ
)
が
展
示

を
行

っ
た
。

募
集
件
数
は
2
件
。
応
募

資
格
は
、
個
人

・
団
体
、
匪

別
不
問
。
貝
体
的
な
企
画
書

が
必
要
。
展
示
は
、
12
月
-

口

(
⊥
)
～
2
0
0
2
年
2

月
28
日

(
木
)(
月
曜
休
館
)
。

入
選
企
画
に
は
、
展
示
物
の

制
作
、
設
営
費
用
と
し
て
上

限
80
万
円
ま
で
が
支
給
さ
れ

る
。
応
募
締
め
切
り

6
月

30
日
(
土
)当
[口
消
印
角
効
。

問
い
△
口
わ
せ

「
女
駐
と

"
事
の
禾
来
館
」
展

小
担
当

君
03

・
5
4
4
4

・
4
1
6

3
、
E
×

ー

ル

器
三
一◎

【「
=
「
窪
一
』
露
m
≦

≦

O
嗣
」
℃

脅
て
、
セ
ク

ハ
ラ
、

ソ
ェ
ル

タ
ー
、
離
婚
、
か
ら
だ

e
t

c

実
に
多
く
の
庸
報
を
集

め
て
い
る
。

ハ
ー
ト
2
と
い

つ
の
は
、

8
年
前
、
同
じ
タ
イ
ト
ル
の

本
を
出
し
、
大
変
好
評
だ

っ

た
か
ら
。
そ
の
後
、
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
の
成
立

や
均
等
法
の
改
正
、
D
V
法

の
成
立
な
ど
女
性
を
め
く
る

村
会
状
況
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
こ
と
、
阪
神
淡
路
大

震
災
も
あ
り

、
掲
載
団
体
や

店
も
い
ろ
い
ろ
変
わ

っ
た
の

て

ハ
ー
ト
2
を
つ
く

っ
た
と

い

つ
。
神
戸
だ
け
で
な
く
関
西

一

帯
の
盾
報
が
入

っ
て
い
る
。

同
ネ

ソ
ト
は

「
よ
そ
の
地
域

の
カ
も
こ
れ
を
ご
参
考
に
皆

さ
ん
の
地
域
の
盾
報
を
集
め

ら
れ
る
と
い
い
」
と
言

っ
て

い
る
。
1
2
0
0
円
、
送
料

-
冊
1
6
0
円
。
温
文
は
ウ

ィ
メ
ン
ス
ネ

ソ
ト

・
こ

つ
べ

事
業
部

へ
。
問
い
合
わ
せ
君

&
隙
0
7
8

・
7
3
4

・
1

∩δ
0
8

劃
◆
地
域
て
子
育
て

み
ん
な
て
子

育
て

(予
定
)

10
時

肩
瀬
而
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
ア
イ
レ
ノ
ク

(
西
武

眉
瀬

駅
北
口
す
く
)

嵯
峨
創
平

(肩
瀬

に
プ
レ
ー
ハ
ー
ク
を
つ
く
る
会
)

土
催

申
込
み

同
ヒ
ン
タ
ー
行
0

4
2
4

95

7
0
0
2

◆
見
に
行
こ
つ
ノ

「噂
」
の
教
科

書
こ
れ
て
わ
カ
る
ノ
杉
並
教
科
書
問

題
13
時
30
分

阿
佐
谷
地
域
堅
民
セ

ン
タ
ー

(T
R

阿
佐
谷
駅
南
ロ
ー

分
)

話

浅
羽
噴

(
兀
中
学
社

会
科
教
師
)

学
校
現
場
か
ら
の
報

告

5
0
0
円

主
催

杉
並
の
教

育
を
考
え
る
み
ん
な
の
会

問
△口せ

倣
03

3
3
3
4

6
6
5
6

(
東
本
)

圏
◆
第
15
回
教
育
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
つ
く
る
会
」
歴
史

公
民
教
科
書

を
徹
底
検
証
す
る

13
時
30
分

日
本
教
育
会
館

(
地

神
保
町
駅
3
分
)

問
題
提
起

上
杉
聰

(日
本
の
戦
争
貴
任
資
料
セ

ン
タ
ー
)、中
島
通
子

(
弁
護
士
)、
コ

ー
テ
ィ
ネ
ー
タ
ー

長
谷
川
孝

(
評

論
家
)

無
料

主
催

国
民
教
育

文
化
総
合
研
究
所

問
合
せ

事
務

局
岱
03
・
3
2
3
0

0
5
6
4

6

月

5

日
火

◆
消
費
者
問
題
講
演
会

14
時

生
活
情
報
ぷ
ら
ざ

(地

人
満
橋
駅
す
く
)

「さ
ま
ざ
ま

な
、
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
法
律
改

正
、
今
後
と
つ
な
る
の
」
小
谷
寛
子

(
弁
護
士
)

70
名

無
料

申
込

み

問
合
せ

勧
関
西
消
費
者
協
会

唇
06

6
9
4
5

1
1
0
0
、
騨

6

6
9
4
5

1
1
0
8

主
崔

0

イ

大
阪
府
立
消
費
牛
活
セ
ン
タ
ー

◆

「戦
時
性
的
強
制
被
害
者
問
題

解
決
促
進
法
案
」
の
早
期
制
定
を
求

め
る
緊
急
国
際
集
会

18
時

弁
護
士
会
館
2
F

「ク
レ

オ
」(地

霞
ケ
関
駅
B
l
出
口
す

く
)

発
言

韓
国
、
台
湾
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の

「慰
安
婦
」
被
害
者
、
弁

護
f
、
国
会
議
員
な
と

土
屋
公
献

(日
弁
連
元
会
長
)、李
美
卿

(韓
国

国
会
議
員
)
、王
清
峰

(
台
湾

弁
護

士
)
ほ
か

1
0
0
0
円

連
絡

「慰
安
婦
」
問
題
の
立
法
解
決
を
求

め
る
会
E
O3

3
2
6
2

6
6
4

6
、
調
03

3
2
3
7

0
2
8
7

剴
◆
ク
ロ
ー

ハ
ル
資
本
主
義
と
国
際

金
融
の
ゆ
く
え

13
時
30
分

飯
田
橋
セ
ン
ト
ラ
ル

プ
ラ
ザ
6
F

(J
R

飯
田
橋
駅
す

く
)

今
宮
謙
=

(中
央
大
名
誉
教

授
)

5
0
0
円

主
催

問
△口
せ

東
京
都
老
後
保
障
推
進
協
会
慰
03

3
3
2
0

6
0
0
6
、
隙
03

3
3
2
0

6
0
5
3

◆
な
く
せ
公
害

・
ま
も
ろ
う
地
球

環
境
6

7
全
国
公
害
被
害
者
総
決

起
集
会

18
時

日
比
谷
公
会
堂

(
地

内

幸
町
駅
3
分
)

×
12
時
か
ら

ア
モ

行
進

(日
比
谷
公
園
霞
門
集
合
)

連
絡

同
実
行
委
低
03

3
3
5
2

9
4
7
5
、
隙
03

3
3
5
2

Q)4
7
ρ0

◆
語
う

つ
,
〈
女
性
情
報
V
東
京

ウ
ィ
メ

ノ
ス
フ
ラ
サ
の
出
発
点
を
語

る
18
時
30
分

東
京
ウ

ィ
メ

ン
ス
プ

ラ
サ

(地

表
参
道
駅
7
分
)

山

口
忠
美
子

(家
庭
問
題
情
報
セ
ン
タ

ー
串
務
局
長
)

3
0
0
円

連
絡

女
性
セ
ン
タ
ー
屑
報
ネ
ノ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
酋
03

5
4
6
7

1
9

7
1

(東
京
ウ
ィ
メ

ン
ズ
プ
ラ
サ
図

書
資
料
室
内
)

6

月

8

日

金

◆
女
性
の
安
全
と
健
康
の
た
め
の

支
援
教
育
セ
ノ
タ
ー
公
開
研
修
講
座

15
時

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
サ

「児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る

伝
律
」
坪
井
節
子

(弁
護
」L
)、
「配

偶
者
か
ら
の
漿
力
の
防
止
及
ひ
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
と

「ス

ト
ー
カ
ー
行
為
の
防
丘
等
に
関
す
る

法
律
」
戒
能
民
仕

(お
茶
の
水
女
子

大
教
員
)、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ノ
ノ
ヨ

ン

長
谷
川
京
子

(弁
護
士
)、坪
井

節
子
、
戒
能
民
江
、
進
行

平
川
和

子

(F
T
C
ソ
ェ
ル
タ
i
代
表
)

3
0
0
0
円

(会
員
外
)

主
催

N
P
O
法
人

女
性
の
安
全
と
健
康

の
た
め
の
支
援
教
育
セ

ン
タ
ー

申

込
み

6
月
4
日
㈲
ま
て
に
隙
03

5
6
8
4

1
4
1
2

6

月

9

日

土

◆

エ
ポ

ノ
ク
ー0
ま
つ
り
～
2
0
0

1
輝
い
て
ー
女
と
男

分
て
守
る
も
の
」
田
辺
鶴
英

(講
談

師
ほ
か
、
展
示

無
料

芒
催

同

実
行
委

問
合
せ

同
所
憾
03

5

Q
)rD
剛4

1
0
1
EJ

◆
足
の
健
康
体
験
セ
ミ
ナ
ー

「
ン

ユ
ー

フ
ィ
ノ
タ
ー
に
よ
る
正
し
い
靴

選
ひ
」

10
時
、
10
日
鱒
10
時

エ
ポ
ノ
ク

ー0

(池
袋
駅
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ

ン
ブ
ラ

サ
ーO
F
)

9
日
1ー
ト
ー
ク

「初
の

女
性
教
育
長
を
む
か

λ
て
」
一
ノ
宮

畠
枝

(豊
島
区
教
育
長
)、深
尾
凱
子

(
エ
ポ

ノ
ク
ー0
所
長
)、10
日
11
講
談

鶴
英
ち
ゃ
ん
の
修
羅
場
介
護
日
記

ハ
ー
ト
7

「平
成
医
人
伝

命
は
自

10
時

横
浜
女
陛

フ

ォ
ー
ラ

ム

(戸
塚
駅
5
分
)

真
喜
屋
光
r
(
マ

キ
の
靴
代
表
/

ハ
チ

ュ
ラ
ー

オ
フ

ソ
ユ
ー
フ
ィ
ノ
タ
ー
)

2
4
0

0
円

30
名

申
込
み

同
所
な
0

4
5

8
6
2

5
0
5
2

◆
講
演
会

「難
民

い
の
ち

平

和
」

13
時

フ

ォ
ー

ラ
ム
よ

こ
は
ま

(
桜
木
町
駅
干
車
、
横
浜
ラ
ン
ト
マ

ー
ク
タ
ワ
ー
13
F
)

久
郷
ポ

ン
ナ

レ

ノ
ト

ー
0
0
0
円

主
催

申

込
み

幼
い
難
民
を
考
え
る
会

(C

Y
R
)
n
O3

3
7
9
6

6
3
7

7
、
隙
03

3
7
9
6

6
3
9
9

◆

「女
性
国
際
戦
犯
法
廷
」
報
告

集
会
～
暴
力
の
な
い
世
界
を
め
ざ
し

て
13
時
30
分

ト

ー

ン
ヒ

ン
タ

ー

(地

犬
満
橋
駅
5
分
)

ヒ
テ
オ

上
映

「
国
際
戦
犯
法
廷
」
記
録
、
報

告

松
井
や
よ
り

(V
A
W
W
-
N

E
T

J

a
p
a
n
代
表
)、質
疑
応

答

1
5
0
0
円

申
込
み

郵
便

振
替
0
0
9
8
0

7

9
6
5
7

4

「世
界
女
陣
会
議
ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク

関
西
」
×
会
費
の
振
り
込
み
を
も

っ

て
の
み
受
付

1
2
0
名

問
△口せ

「世
界
女
性
会
議
ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク

関
西
」
事
務
局
僧
06

6
3
5
5

7
1
9
0
、
剛
06

6
3
5
5

7

1
9
1

6

月

10

日
印

◆
日
本
軍
毒
力
ス
作
戦
の
村

「
河

北
省
北
坦
村
の
現
地
調
査
報
告
会
」

13
時

新
宿
区
立
消
費
生
括
セ
ン

タ
ー

(高
田
馬
場
駅
人
久
保
寄
り
出

口
3
分
)

主
催

一
光
作
戦
調
査

会

A
B
C
兵
器
と
硝
費
者
問
題
冠

03

3
2
0
8

4
6
9
3

創
◆
ラ
ン
ォ
か
つ
く
っ
た
20
世
紀
の

社
会18

時

東
京
ア
メ
リ
カ

ン
セ

ン
タ

ー
ホ
ー
ル

(芝
公
園
内

a
b

⊂
会
館

10
F
)

能
登
路
雅
チ

(東
大
大
学

院
教
授
)

主
催

東
京
ア
メ
リ
カ

ン
セ

ノ
タ
ー

申
込
み

繊
03

3

4
3
ρ0

0
Q
)0
0

◆
歴
史
歪
曲
を
許
さ
な
い
ー
ア

ン

ア
連
帯
緊
急
集
会
-
韓
国

中
国

フ
ィ
リ
ヒ

ノ
な
と
ア

ン
ア
各
国
の

人
々
を
迎
え
て

18
時
30
分

日
本
教
育
会
館

(地

神
保
町
駅
5
分
)

ア

ン
ア
の
被

害
国
か
ら
の
関
係
者
約
50
名
と
の
連

帯
緊
急
集
会
。
ア

ノ
ァ
連
帯
緊
急
会

議
報
告
、
ア

ソ
ア
か
ら
の
声
、
各
地

の
取
り
組
み
、
行
動
提
起
ほ
か

×

17
時
～
17
時
30
分
11
文
部
科
学
省
前

て
人
間
の
鎖

1
0
0
0
円

問
△口

せ

事
務
局

且
03

3
2
0
3

0

3
7
2
、
隙
03

3
2
0
4

9
4

9
5
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会

6

月

15

日

金

◆
結
婚
の
意
味
を
問
う
継
続
討
論

第
4
3
3
回

B
時

豊
島
勤
労
福
祉
会
館

(J

R

池
袋
駅
西
口
7
分
)

テ
ー
マ

ひ
と
り

っ
こ
し
ゃ
か
わ
い
そ

つ
、
た
か
り

血
て
血
を
あ
ら
っ

相
続
争
い
の
方
が
も
っ
と
か
わ
い
そ

つ
な
ん
し
ゃ
な
い
の
9

無
料

問

合
せ

討
論
会
事
務
局
暦
03

3
3

5
4

2
5
4
3

(藤
村
)

6

月

16

日

卸

◆
木
ラ

ノ
テ

ィ
ア
か
集

つ
ー
あ
う

た
な
る
ス
テ
ノ
フ
に
向
け
て

13
時
～
17
日
働
ま
て
1
泊
2
日

ヌ
エ
ノ
ク
国
立
女
性
教
育
会
館

(東

武

武
蔵
嵐
山
駅
15
分
)

社
会
教

育
施
設
ポ
ラ

ノ
テ

ィ
ァ
の
交
流
会
。

情
報
提
供

交
換
、
分
科
会

対
象

社
会
教
育
施
設
の
ポ
ラ

ノ
テ

ィ

ア
、
関

也
の
あ
る
人
1
0
0
名

1

0
0
0
円

(情
報
交
換
会
費
2
5
0

0
円
、
宿
泊
費
8
4
0
円
別
途
)

申
込
み

5
月
31
日
困
ま
で
に
所
定

用
紙
て
V

n
e
t
社
会
教
育
施
設
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
事
務
局
E
&
秘

0
4
9
2

96

7
0
2
0

ツ

ア

◆
ア

ン
ア
女
性
資
料
セ

ノ
タ
ー

・

ス
タ
テ
ィ
ッ
ア
ー

「社
会
を
動
か
す

バ
ワ
フ
ル
な
韓
国
女
性
た
ち
と
の
触

れ
合
い
の
旅
」

8
月
28
日
因
～
9
月
1
日
臼ゆ

ソ

ウ
ル
市
内
観
光
、
挺
対
協
訪
問
、
水

曜
テ
モ
参
加
、
女
性
大
臣
、
議
員
と

の
会
見
、
ナ
ヌ
ム
の
家
訪
問
等
、
参

加
費
12
万
5
0
0
0
円

(セ
ン
タ
ー

非
会
員
は
入
会
金
8
0
0
0
円
)

申
込
み
締
切
り

6
月
5
日
幻
、
申

込
み

問
合
せ

同
セ

ン
タ
i
倣
03

3
7
8
0

5
2
4
5

奪

家がいちばん。

姪

、.霧

聾

帯
乙講
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ミサ ワホ ー ムは 住環 境 や街 づ くり さらには地 球環 境 まて を視 野 に人 れ 環 境保 全1貞 献 で きる住 ましづ くりを臼 ってきました。

その 集 大成 ともしえるの 力 胆 界て 初 めて工 耳 ルキ ー 目給 和00%を ・r能にしたセ ラミノクf主t「HYBRIDZ」 と 続 して誕牛 した 木 質flt「 ミサ ワホ ー ムZ」 。

とちし)の{1ま し も 太陽 光発電 ンスァムによって発電 す る電力 攣 力 承庭 て消 費 す る電 力量 を1回 ることカ て きます

光歎 費 の 画で助 力 るっ凡 か た ん の 暮 らしカ エ コロンー につなカ るセ ロ エ 耳ル ギ ーf正t

もちろん 空間設。仕 の1夫 なと 住 お 本来の 品質8っ 面 で も新 しさで しっは しで す これ カ し、逮 てるなレ、 ミサ ワホー ム 歩 完の!1活 を 始 め ませ ん カ

ミサワホーム
刊 醐 東綿 醐 【ズ西新仔1田 番1

ゼ ロ ・エ ネ ル ギ ー 住 宅 と 評 定 さ れ ま し た 。ミサワホームの住まいは(財)住 宅 顛 省エネルキ欄 榊BECに ょり セ・聯 ・・ギー幌 の第1号

として訴定 されました ●評定 ζは 全 国各 地 の テータをもと 筍 出 レfエ4ル キ 自給 聾か10Q%以 上 と6る ことタ確 認 ●実 際 の住 宅 厚の エネル キ 自給 率 φ 地 域 日射 量

ブフ!生 舌スタイル 青 者条 件_よ 畏なトます ● セロ エ不 ドキ ー住 宅 等の 表 現 は公的 ホも τ)7す 力 芙際 の仲 モ 及 ひ生 舌 ごの 自給 率 を保 。正す るもの ξは あ トまぜん

ミサ ワホ ームは 、地 球 環 境 大 賞 を受 賞 しま した 環境齢 岬
ホる臼ま つ くり よ)98!1度 日経 地球環 境技fl∫賞99/1度 地 球環 境 大1笠 などタ'≠ き

まし'ま ≠ お 各様の 視 この 企裳活動 力 、欄 にれ 目費 者 と回 優艮 首 業 も表 ㌻.され こ ・ます
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全

国

各

地

で

上

演

運

動

憲
法
に
何
か
書
か
れ
た
か
を
描
く

青
年
劇
場
の
「
真
珠
の
首
飾

り
」
が
、
全
国
で

相
次
い
で
上

演
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ド
ラ
マ
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ

三
木
の
脚
本
で
、
日
本
国
憲
法

が
で
き
あ
が
る
過
程
を
、
日
本く 説 ＜ ベ ア テ女 性 の 人 権 を 熱カリ「真 珠 の 首 飾 り 」康U

国
憲

法
に

女
性
の

権
利

を

書
い

た

ベ
ア
テ

ー
シ

ロ
タ

ー
ゴ
ー
ド

ン

さ
ん
を

狂
言

回
し

役
に

使
い

描
い

た
も
の

。
9
8年
の

初

演
以

来

話
題
を

よ

び
、
昨

年

、
今
年

と
再

演

。
ベ
ア
テ

さ

ん
が

来
日

し

、
舞

台

か

ら

挨

拶

を

し

た

り

、
参
議

院
憲

法
調

査
会
の

メ

ン

バ

ー

が

集

団
で

観

劇

し

た

り

、
話
題

が
多
い

が

、
こ
の

ド

ラ

マ

を
み

る
と

、
「

誰
が

憲
法

を
書
い

た
の

か

」
が

問
題
で

は

な
く

「
憲

法
に

何
か

書
か

れ
た

の
か

」
が

問
題
で

あ

る
こ

と
が

理
解

さ
れ
て

く

る

。
ベ
ア
テ

さ

ん
は

「
囗

本
の

憲
法
の

こ

と
を

と
て

も
わ

か
り

や
す

く
説

明
し

て

あ

る
ド
ラ

マ

。
日

本
国

憲
法

は

、
世
界
の

憲

法
の
モ

デ
ル

で

あ
り

、
人

類
の

英
知

」
と

い

う
。

今
年
も
こ

の

ド
ラ
マ

は

、
５

月
か

ら
首

都
圏

、
関
西

圏

な
ど

で

公

演

中

だ

が

、
ほ

と

ん

ど

が

、
是

非
こ

の

ド
ラ

マ

を
見
た

い
と

地
元
で

実
行
委

員
会

を
つ

く
り

上
演

の
形

式

。
関
西
で

は

立
ち

見

が
出

る
ほ
ど

だ

っ
た

。

高

校
で

全
校

挙
げ
て

鑑
賞
し

た

と
こ

ろ

が
４

校
も
あ

っ
た

。

今
回
の

公

演
は
６

月
1
9
日
ま

で

。
６
月

の
上

演
は

、
恵

示
・

調

布
、
千

葉

・
船
橋

、
大

阪
・

枚

方
、
岡

山

、
沖
縄

各
地

。
最

終
６

月
1
9
日
は

沖
縄

・
石

垣
市

民

会
館
と

な

る
。

青
年
劇

場
で

は

「
憲
法

を
と

り

ま
く
動

き

が
ス

ピ
ー
ド

を
増

し
て

い

る
折
か

ら

、
も

っ
と
も

っ
と

多
く

の
人

に
見
て

も

ら
い

た
い

。
こ

れ
は

登
場

人

物
も
多

く

、
ほ
か

の
上

演
と
の

関

係
で

年

中
公

演
は
で

き
な
い

の
で

、

５

月
、
６

月
に

集
中

公
演
し

て

い

る
が

、
今

後
も
是

非

、
全

国
で

上

演
し
た
い

。
上
演

委

員
会
を

つ

く
り
応

援
し
て

下

さ
い

。
今

ま
で

上
演
し

て

い
な
い

東

北

、

北

海
道
の

み
な

さ
ん

に
是

非
見

て

ほ

し
い

」
と

言

っ
て

い

る

。

こ

と
し
５

、
６
月
の

公

演
の

詳
し

い
日

程
な

ど

、
問
い

合
わ

せ
は

青

年
劇

場
四
0
3
・
３
３

５

（
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６
　

月

▼

地
人
会
公

演

「
ア
ン

チ

ゴ

ー
ヌ
」

３

日

㈲
～
1
6
日

倒
　

紀

伊
國

屋

ホ
ー
ル

（

新
宿
駅

東
口

）

ソ
フ

ォ

ク
レ
ス

の

『
ア
ン

チ

ゴ

ー
ヌ

』

を
下

敷
き
に

し
た

現
代

悲
劇
　

ジ

ャ
ン

ー
ア

ウ
イ

作

、

芥
川

比

呂
志
訳
　

演
出
・
＝
木
村

光

一

、
出
演
：
南

果

歩

、
有
川

博

、
佐

古
正
人

、
未
来
貴

子
ほ

か
　
5
0
0
0

円
（

全
席

指
定

・
税
込

）
　

問
合
せ

・
申

込
み

＝
・
地
人

会

啻
0
3・
３
３

５
４

・

▼

あ
じ
さ
い

バ

ザ
ー

８

日

匳
、
９

日

出
両
日

と
も

1
0時
3
0
分
　

横
浜

Ｙ
ｗ

ｃ

Ａ

（
Ｊ
Ｒ

・
石

川

町

駅

北

口
５

分

）
　

出
店

、
衣

料
リ
サ

イ
ク

ル

、
カ
フ

ェ
テ

リ
ア

、
手

作
り

品

、
ノ
ミ

の
市

な
ど

主

催

・

問

合
せ
・：
同

所
四
〇
４

５

・
６

８
１

・
２

９
０
Ｑ
ｕ

▼

写

真
展

・
小

林
正
典

「
難

民

の
子

ど
も

た
ち
」

８

日

圈
～
1
3
日

水
９

時
～
2
1

時
（
1
0日
、
1
3日
1
7時
ま
で
）

フ
ォ
上
フ
ム
よ
こ
は
ま
（
桜

木
町
駅
下
車
、
横
浜
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
タ
ワ
ー
1
3
F）
　
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
と
契
約
し
て
い
る
写
真
家

・
小
林
正
典
が
撮
り
続
け
た
難

民
の
写
真
ほ
か
　
主
催
…
幼
い

難
民
を
考
え
る
盒

。
0
3・
３
７

９
６
・
6
3
7
7

▼
力
－

ク

ー
レ
イ
ナ
ー
ト
来

場
展８

日
匳
～
1
8日
㈲
1
0時
～
2
0

時
　
糸
1
3日
水
休
館

新
宿
ミ

ュ
ー
ゼ
（
新
宿
西
ロ
エ
ル

タ
ワ

ー
1
7
F）
　
世
界
Ｍ
Ｉ
の
ヒ
ー

リ
ン
ク

ー
ア

ー
ト
作
家
、
カ
ー

ク

ー
レ
イ
ナ

ー
ト
の
新
作
を
含

む
作
品
を
一
堂
に
展
示
す
る
動

物
愛
護
チ
ャ
リ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
企
画
　
※
チ
ャ
リ
テ
ィ
募

金
は

、
Ｗ
Ｗ
Ｆ
を
通
じ
世
界
の

自
然
・
動
物
保
護
の
た
め
に
寄

付
さ
れ
る
。
青
森
、
仙
台
、
静

岡
、
松
山
、
大
阪
、
横
浜
、
富

山
で

巡
回

展
　

問
合
せ

…
ア

ー

ル

ビ
バ
ン

㈱

啻
0
3
・
３

４
０

７

・
Ｑ
Ｕ
Ｏ
ｒ『
』
ｌ

▼

再

演

「
わ
た
し

た
ち

の
戦

争
」９

日
出
1
9
時
、
1
0
日
㈲
1
5
時

東

京

賢

治

の

学

校
Ｂ

Ｉ
Ｆ

（
Ｊ

Ｒ

・
立
川

駅
か

ら
多

摩
都

市
モ

ノ
レ

ー
ル

「
柴

崎
体

育
館

前
」

駅

前
）
　

演

出
・
＝
高

田

豪

、
出
演

…
黒

田
理

恵
子

、
佐

藤

康

司

ほ

か
　
1
2
0
0

円

（

前
売
1
0
0
0

円

）
　

申
込

み

・
問

合
せ

…
同
校

事

務
局

啻

０

４

２

一

５

２

３

・
７

１

１

ｎ
／
‘丶

囲
０
４

２

一
５
２

３

一
７

エ

ーぢ

ヨ
ず

367^

利
用
し
ま
す
。
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
に
バ
ニ
ラ

を
加
え
る
の

が
、
そ
の
代
表
的
な
例
で
し

ょ
う
。
焼
き
菓
子
の
場
合
に
は
、

香
り
が
と
ば
な
い

、
油
性
バ

ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン
ス
を
使
い
ま

卜

分

漾

」

日

ド

敍

詣

ブ

。

が
多
い
と
、
し
つ
こ
く
な
つ

の
指
示
通
り
に
ふ
や
か
し
て

お
く
。
②
苺
は
洗
い
、
水
気
を
よ

く
ふ
き
取
り

、
ヘ
タ
を
取
り

除
ぐ
。
４

個
を
飾
り
用
に
取

っ
て
お
く
。
残
り
の
苺
を
、

フ

ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
（
ま

た
は
、
裏
ご
し
）
に
か
け
、

に
し
、
鍋
に
入
れ
て
火
に
か

け
、
ク
ラ

ニ
ュ
ー
糖
を
加
え

辻
川
爪
子
節
奏
享

子
Ｕ

で
あ
っ
た
か
を
左
右
す
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
デ
ザ
ー
ト
は
食
後
の

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で

す
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
苺

の
ゼ
リ
ー
。
初
夏
か
ら
夏
に

か
け
て

好
ま

れ
る

ゼ
リ

ー

に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
含
有
量

の
多
い
苺
を
合
わ
せ
ま
す
。

苺
は
、
５

、
６

粒
で
１
日
に

必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

が
取
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で

使

う
ス

パ

イ
ス

は
、
香
り
を
高
め
砂
糖
の
甘

さ
を
強
め
る
バ
ニ
ラ

ー
エ
ツ

肩

ン
ス
。
食
後
の
デ
ザ
ー
ト

に
は
、
強
い
甘
み
が
求
め
ら

【
作
り
方
】

①
ゼ
ラ
チ
ン
は

、
説
明
書

え
、
砂
糖
の
甘
み
だ
け
を
強

く
感
じ
さ
せ
る
相
乗
効
果
を

食
事
の
満
足
度
左
右
す
る
デ
ザ
ー
ト

る

。
溶

け

た

ら

、
火

を

止

め

、
ゼ
ラ

チ
ン

を

加
え
混

ぜ

な

が
ら

溶
か
し
て

い

く

。

④
ゼ
リ

ー
型

を

水
で

ぬ
ら

し

、
③
と
レ

モ

ン

汁
、

ブ
ラ

ン

デ
ー

を
合
わ

せ

、
水
で

ぬ

ら
し

た

ゼ
リ

ー
型
に

流
し

入

れ

、
冷

蔵
庫
で

冷
や

し
固

め

る

。⑤
生

ク
リ

ー
ム
に

ク
ラ

ニ

ュ

ー
糖

、
バ
ニ
ラ

エ

ッ
セ
ン

ス

を
加
え

、
８

分

だ
て

に

す

る

。
飾
り

用

苺
は

、
縦

半
分
に

切

る
。

ゼ
リ

ー
を

型
か
ら

は

ず
し
て

皿
に
返
し

、
ホ
イ

″

プ
ク

リ

ー
ム
と

苺

を
飾
る

。

（
資
料

提
供

・
一
フ
イ
オ
ン

家

庭

科
学

研
究

所
／
料

理
指

導

・

園
田

匕
口

子
）

俯

胆
詛

綱
遮

］

市

販
の

ゼ
ラ

チ

ン

ー
パ

ウ

ダ
ー

、
苺
３
０

０

气

ク
ラ

ニ
ュ

ー
糖
１
１

０

气

水
（

で

き
上

が
っ

た
苺

液
に
足

す
）
、

レ
モ

ン

汁

大
さ
じ

２

、
ブ
ラ

ン

デ

ー
大

さ
じ
１

、

デ
コ

レ

ー
シ

ョ
ン
用

［

生
ク
リ

ー
ム

ー
０
０
『

ク
ラ

ニ

ュ
ー
糖

大
さ
じ
Ｉ

強
、

バ
ニ
ラ

エ
ッ

セ

ン
ス

小

さ
じ

號
』


